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　本補助金では、給餌試験までの実施であり、魚体中の成
分濃度測定等は、追って別財源にて遂行する。この結果を
踏まえ、アニサキス寄生魚を使っての実証試験、すなわちア
ニサキス駆除性能・成分残留性・安全性の検証などを推し
進め、本研究開発の成果を法令上の「飼料添加物」指定に
まで引き上げる。近い将来には、アニサキスフリーの鮮魚を
国内外の市場に展開し、2048年問題を抱える世界の水産
業への寄与はもちろん、安心・安全な魚生食文化を世界に
拡げることに貢献したい。
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　本研究開発では、我々がこれまでに創出してきたＤＤＳ特
許出願技術を含む蓄養用飼料を創製し、これの給餌を介し
てアニサキス死滅成分を魚体に送達することで、アニサキス
が寄生していない魚（アニサキスフリー魚）を創出することを
最終到達目標としている。本研究開発の遂行には、その性
質上、飼料の大量生産と魚の飼育設備・人材が必要である
ため、補助期間内に、我々が立案した飼料調製や給餌試験
などの計画を一括して受託可能な外注先を発掘するととも
に、トライアルながらも実証性ある給餌試験を遂行し、今後、
様々な魚種でアニサキスフリー魚を創出するための実証試
験を安定して実施する目処をつけることを目的とした。

実施した。これに先立ち、飼育期間、供試魚の種類・大きさ・数、
水温・水量、給餌量などの基礎的な飼育条件の検討、および
予備給餌試験を実施し、これらの諸条件が固まったのちに、の
べ100尾超の比較的規模の大きい給餌試験を遂行した。な
お、本補助金では、給餌試験まで実施し、アニサキス死滅成
分Aの魚体中濃度測定等の分析は、別財源にて遂行する。

　アニサキスフリー魚を創出するための飼料を調製し、これを
供試魚に摂餌させる給餌試験を実施した。
1）飼料調製
　当研究室にて何パターンか試作した蓄養用飼料のうち、最
も基本的な２種類の処方にて、いであ株式会社環境創造研
究所（静岡）に、飼料のプロトタイプ試作と給餌試験に向けて
の大量生産を委託した。すなわち、①アニサキス死滅成分A 
を含有する飼料、および②食用ハーブ乾燥物（主成分：A）を
含有する飼料を調製した。なお、知財戦略上、試作および給
餌試験に供した飼料の組成・製法やＤＤＳの機序等、および供
試魚種の詳細は、ここでは開示しない。
2）給餌試験
　給餌試験は、いであ株式会社環境創造研究所に委託して

　飼料調製・飼育条件の詳細な検討や予備給餌試験等を経
て、サケ科魚類に対する給餌試験を実施するに至った。
1）飼料調製
　①アニサキス死滅成分Aを含有する飼料、および②食用
ハーブ乾燥物（主成分：A）を含有する飼料を調製した（図1）。
なお、①は飼料100 g中に成分Aが500mg含まれるよう、②は
100g中に成分Aが400mg含まれるように設計した。
2）給餌試験
　サケ科魚類（20尾、平均体重130g）に対して、1尾あたり1日
1.3gの飼料（①アニサキス死滅成分Aを含有する飼料、②食
用ハーブ乾燥物（主成分：A）を含有する飼料、③対照飼料）
を7日間あるいは14日間にわたり給餌した（図2）。総給餌量、総
摂餌量および摂餌率（総給餌量に対する総摂餌量の比）は、
表1の通りであった。①または②を給餌しても十分な摂餌がなさ
れたことから、本研究開発のストラテジーはアニサキスフリー魚
を創出するための成功戦略となりうることを見出した。
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図 1 調製した飼料
左： ①アニサキス死滅成分 A を含有する飼料

右： ②食用ハーブ乾燥物（主成分：A）を含有する飼料
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図 2 給餌試験の風景

表 1 飼料を 7 日間あるいは 14 日間にわたり給餌したときの摂餌データ


